
 研究結果  

 

本研究の対象は日本語の複合動詞、即ち「踏み潰す」のような、2つの動詞の複合によって形成

される語である。本研究は、①日本語と中国語の結果複合動詞の比較研究及び②中国人学習者を対

象とする日本語複合動詞の習得研究という 2つの部分からなる。 

①で扱う結果複合動詞とは、「踏み潰す」のような前項動詞(以下 V1)が動作を表し、後項動詞

(以下 V2)がその結果を表す複合動詞である。中国語の場合、V2 が自動詞でなければならない（例

：「踩破（踏み-潰れる）」のようなもの）点は日本語との大きな相違である。従来はそういった

相違点を中心に、両言語の比較研究が盛んに行われてきたが、本研究では、複合動詞と数量詞との

関係を切り口として、両言語の複合動詞の類似点を述べた。まず複合動詞を目的語結果（「先生が

ペットボトルを踏み潰した」のような、V2 が目的語の状態を表すもの）と主語結果（「先生が学

生を叱り疲れた」のような、V2 が主語の状態を表すもの）に二分した。目的語結果の複合動詞

は、日本語と中国語はともに「先生がペットボトルを三つ踏み潰した」のように、数量詞の修飾語

を付けることができるのに対し、主語結果の場合、「*太郎が学生を三人叱り疲れた」のような文

は、日本語でも中国語でも大変不自然である。本研究はその現象を考察し、主語結果複合動詞に関

しては日本語と中国語は類似した付加構造、即ち後項動詞をベースに前項動詞が付加されるという

構造を持っていることを主張した。 

②では、「～あがる/あげる」を材料として、上海海事大学日本語学部の2-4年生(計139人)に調査

を行い、多くの学習者は「～あげる」を「～し始める」という意味で理解する傾向があることが分

かった。例えば、「書きあがる」と「書きあげる」についてみると、「書きあがる」は64.9%が「

書き終わる」と正しく理解できるのに対し、「書きあげる」は74.6%が「書き始める」と誤って理

解している。それは複合動詞の理解においても「あがる/あげる」の自他動詞の対立の意識が影響

し、しかも誤って「開始/完了」の意味の対立に置き換えて理解しているということが分かった。 
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